
保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 

公表：令和3年（2021年）3月18日   

   

事業所名   草笛学園       保護者等数（児童数）48名  回収数46名 割合96％  

  
 

チェック項目 はい 

どちら

とも い

えない 

いい

え 

わか

らな

い 

ご意見 ご意見を踏まえた対応 

環 

境 

・ 

体 

制 

整 

備 

① 

子どもの活動等のスペースが十

分に確保されているか  

45 1   

 園庭や教室など、しっかり

子どもたちが活動するス

ペース・場所がある。 

 子どもたちは、のびのびと

できている。 

 もう少し、広くてもいいか

と思う。 

 新園舎になり、ある程度

の空間が確保されてい

ます。さらに、有効な使

い方をしながら、子ども

たちの成長を促してい

きます。 

② 

職員の配置数や専門性は適切で

あるか  

25 17 1 3 

 職員が年度途中で減った。 

 足りない。 

 もう少し増やしたほうが

いい。 

 目は行き届いているが、職

員が大変そうに感じる。負

担が大きい。 

 専門性はよく分からない。 

 先生がフォローしながら

見てもらっているので、安

心している。適切だと思

う。 

 制度上の配置人数は満

たしています。とはい

え、年度途中で職員が減

ったことで、保護者には

心配を募らせることに

なりました。子どもたち

の療育生活には支障が

ないよう、職員一丸でや

ってきました。 

 次年度に向けては、心配

のない人材確保をおこ

ない、子どもたちも保護

者も、安心できるように

努めていきます。 

③ 

生活空間は、本人にわかりやすい

構造化された環境 iになっている

か。また、障害の特性に応じ、事

業所の設備等は、バリアフリー化

や情報伝達等への配慮が適切に

なされているか  

45   1 

 靴箱やロッカーなど個別

に使いやすくなっている。 

 トイレはスムーズに行き

やすい。 

 新園舎になり、衛生的に

も、わかりやすい構造化

にも配慮しての設備に

なっています。 

 子どもたちにとって安

心して過ごし、分かりや

すさが感じられるよう

に、工夫と配慮をしてい

きます。 

 コロナ対策としての、衛

生管理にも重点をおい

て取り組んでいきます。 

④ 

生活空間は、清潔で、心地よく過

ごせる環境になっているか。ま

た、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか  

45   1 
 明るく開放的で、とても、

清潔です。掃除や消毒作業

など行き届いている。 

適 

切 

な 

支 

援 

の 

提 

供 

⑤ 

子どもと保護者のニーズや課題

が客観的に分析された上で、児童

発達支援計画 ii が作成されてい

るか   44   2 

 子どもの様子を見て、一番

身近で取組みやすいこと

を計画されている。 

 目標が細かく具体的なの

で、クリアできたかが分か

りやすい。新しい課題も分

かりやすい。 

 子どもたちの「できた」を

無理なく引き出している。 

 草笛学園では、子どもた

ちの発達・特性を考慮

し、主体性を尊重しなが

ら、生活基盤・人との関

わり・運動・コミュニケ

ーション・行動調整など

の向上をねらっていま

す。このことが、ガイド

ラインに記されている

項目です。 

 

 『できること』をめざす

前の『できるようになり

たい』という動機づけを

大切に育てています。 

 

 活動プログラムは、継続

⑥ 

児童発達支援計画には、児童発達

支援ガイドラインの「児童発達支

援の提供すべき支援」の「発達支

援（本人支援及び移行支 援）」、

「家族支援」、「地域支援」で示す

支援内容から子どもの支援に必

41   5 

 子どもの必要な支援の具

体的な取り組みが示され

ている。 

 地域支援は難しい環境か

と思う。 

 専門的で、子どもへの思い

が詰まったすばらしい支



要な項目が適 切に選択され、そ

の上で、具体的な支援内容が設定

されているか   

援計画になっている。 的な取り組みの中で、子

どもたちの力になって

いくものもあれば、その

中で、段階的に内容やか

かわりを変えて取り組

むものもあります。個々

に必要な支援の在り方

を考えて取り組んでい

きます。 

⑦ 

児童発達支援計画に沿った支援

が行われているか  

44   2 

 親子教室や参加日で見る

と、細かい支援で子どもが

いきいきしている。 

 おたよりなどで、行ってい

ることを細かく教えても

らっている。 

⑧ 

活動プログラム iii が固定化しな

いよう工夫されているか  

41 2  3 

 活動内容は無理のないよ

うに工夫して、新しいこと

にも取り組んである。 

 個々の発達に合わせたり、

季節や友だちとのかかわ

りに配慮したりした取組

みがされている。 

⑨ 

保育所や認定こども園、幼稚園等

との交流や、障害のない子どもと

活動する機会があるか  

3 3 20 19 

 障害のない子と関わるの

は難しいが先生が間に入

ってもらいながらかかわ

る機会があるといい。 

 コロナ禍なので、難しい。 

 他の保育所との交流はあ

るのか？ 

 バス停で兄弟児との交流

はある。 

 保育所などの子どもた

ちと関わる機会は持て

ていません。 

 近隣の保育所との交流

も視野にありましたが、

今年度は、コロナ禍で、

取り組みができません

でした。 

 時期を見て、実施に向け

ていこうと思います。 

保 

護 

者 

へ 

の 

説 

明 

等 

⑩ 

運営規程、利用者負担等について

丁寧な説明がなされたか  

43 1 1 1 
 説明してもらっている。 

 お手紙でもわかりやすく

説明をしてもらっている。 

 運営については、入園説

明会、保護者総会で。個

別支援計画は家庭訪問、

懇談で、説明しています

が、今年度はコロナ禍、

不十分でした。 

⑪ 

児童発達支援ガイドラインの「児

童発達支援の提供すべき支援」の

ねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計

画」を示しながら、支援内容の説

明がなされたか  

45   1 

 先生に一つ一つお話をし

た。 

 分からないことは質問し

た。 

・ガイドラインとの照ら

し合わせての説明はで

きていません。内容的に

は十分含まれています

ので、今後、示し方を検

討していきます。 

⑫ 

保護者に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント・トレーニング

iv等）が行われているか  
35 4 1 6 

 あまり行事等、園に行く機

会がなかったが、ほめ方な

ど教えてもらえた。 

 勉強会や懇談でアドバイ

スをもらっている。 

 負担になるくらいある。 

 保護者支援は、親子教室

や懇談、学習などいろん

な形で行っていますが、

プログラムとしての取

り組みはおこなってい

ません。 

 支援プログラムの実施

は検討していきます。 

⑬ 

日頃から子どもの状況を保護者

と伝え合い、子どもの健康や発達

の状況、課題について 共通理解

ができているか  
43 2 1  

 おたよりで、細かく伝えて

もらって、うれしく、安心

できている。 

 おたよりを楽しみにして

いる。 

 電話や会ったときに、様子

を教えてもらっている。 

 いろんな先生から教えて

もらえ、安心している。 

 子どもだけでなく、親の心

配もしてもらっている。 

 日頃から、お子さんの様

子、変化、取り組みにつ

いて、お話しする機会、

読んでもらうお便り等

でお伝えしています。 

 クラス担任に限らず、ど

の職員にでも声をかけ

てもらえたらと思いま

す。 

 日々の様子を知りたい

という声はもっともだ



 連絡帳の返事がない。 と思いますが、子どもた

ちに係る時間を優先さ

せてもらっています。ご

理解していただければ

と思います。  

⑭ 

定期的に、保護者に対して面談

や、育児に関する助言等の支援が

行われているか  42 4   

 困った時の電話対応は助

かっている。 

 助言をもらっている。 

 おたよりでも、助言が返っ

てくる。 

 親子教室や懇談で対応し

てもらっている。 

 

⑮ 

父母の会の活動の支援や、保護者

会等の開催等により保護者同士

の連携が支援されているか  

31 7 3 3 

 コロナ禍の中、難しかっ

た。 

 くさぶえっこまつりは、安

全に配慮してもらった。 

 相談には乗ってもらって

いる。 

・今年度については、保護

者会の集まりをするこ

とは、できませんでし

た。ですが、保護者会の

活動はされていました

ので、相談などにのって

きました。 

・コロナ禍の自粛中は、掲

示板など保護者同士の

つながる機会を作って

きました。 

⑯ 

子どもや保護者からの相談や申

入れについて、対応の体制が整備

されているとともに、子どもや保

護者に周知・説明され、相談や申

入れをした際に迅速かつ適切に

対応されているか  

42 1  2 

 面談の時間を設けてもら

ったり、電話で対応しても

らったりしている。 

 細やかに対応してもらっ

ている。 

・その都度、必要に応じ

て、電話や面談で、対応

してきました。 

・子どもたちの成長には、

家族の力が大切です。一

緒に子どもたちを見て

いけるように、工夫や配

慮をしていきます。 
⑰ 

子どもや保護者との意思の疎通

や情報伝達のための配慮がなさ

れているか  46    

 おたよりや療育カレンダ

ーで、子どもとの情報共有

がしやすくなっている。 

 電話やお帳面で子どもの

ことを伝えてもらってい

る。 

⑱ 

定期的に会報やホームページ等

で、活動概要や行事予定、連絡体

制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に

対して発信されているか  
42 2  1 

 今年度は行事が少なく、子

どもたちの様子がイメー

ジしにくかったので、写真

などをもっとホームペー

ジに載せてほしい。 

 園長のことばを読んで、親

として考えなくてはいけ

ないことがたくさんある

と思えた。 

・必要な情報提供は各お

たよりを通じて行って

います。今年度は、コロ

ナ禍、行事の中止や内容

の変更などたくさんあ

り、子どもたちの様子を

知る機会が減ったこと

もあり、もっと、工夫が

できればよかったと思

います。 

⑲ 

個人情報の取扱いに十分注意さ

れているか  44   2   

 個人情報の扱いは、重要

かつ慎重なことです。管

理、共有の徹底に努めま

す。 

非 

常 

時 

等 

の 

対 

応 

⑳ 

緊急時対応マニュアル、防犯マニ

ュアル、感染症対応マニュアル等

を策定し、保護者に周知・説明さ

れているか。また、発生を想定し

た訓練が実施されているか  

36 2  8 

 緊急時の一斉メールは、毎

月、確認がある。 

 防犯マニュアルはあるの

かわからない。 

 防災計画・危機管理マニ

ュアル・事件対応マニュ

アルなど、所定の位置に

閲覧できるように設置

していますので、ご確認

ください。 

 感染症の罹患状況や対

処方法などについては、

その都度、必要に応じて
㉑ 

非常災害の発生に備え、定期的に
37 2  7 

 毎月、避難訓練をしてもら

うことで、子どもにも少し



避難、救出、その他必要な訓練が

行われているか  

意識ができていると思う。 お知らせいたします。 

 非常災害の発生に備え

て、毎月の避難訓練を行

うとともに、保護者への

連絡も一斉メールにて

毎月、確認を行っていき

ます。 

 多様な状況に応じた訓

練も実施していきます。 

満
足
度 

㉒ 

子どもは通所を楽しみにしてい

るか  

43 2  1 

 登園バスに乗るのを一度

も拒否したことがない。 

 療育カレンダーや給食だ

よりをみて、楽しみにして

いる。 

 園での表情は生き生きし

ている。 

 引き続き、子どもたちが

“いきたい”“たのしみ”

と思えるような活動や

工夫をしていきます。 

 子どもたちが楽しんで

いる様子、頑張っている

様子は、お便りやホーム

ページで伝えていきま

す。  
㉓ 

事業所の支援に満足しているか 

44 2   

 心のこもった優しい草笛

の支援に満足。 

 きめ細かく対応してもら

っている。 

 親子共々、温かく見守って

もらっている。 

 この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発

達支援評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


